
地元の山口県に戻ってきて早４

年が経ち５年目を迎えようとして

います．山口大学に赴任以降，私自身の生活様式は激変し

ました．仕事環境はもちろんですが，独身を卒業して瞬く

間に家族も増え，育児がカテゴライズされました．その中

でひとつ，保育園の送迎も加わりました．これを経験され

た学会員の皆様も多いかと思いますが，当初，わが娘は保

育園に着いた途端に「帰る，いやだ！」と泣き叫びました．

見知らぬ世界に放り投げ出される彼女の気持ちを汲むと，

私の心は一種の罪悪感と寂しさで複雑でした．しかし，数

日も経つと「いってらっしゃい！」と元気に遊んでこちら

には見向きもしない始末．あらまあ，適応力のなんと高い

ことか．当初とは違う寂しさもありましたが，新しい世界

にも逞しく順応する姿にほっとしたことを覚えています．

親の心子知らずとは，すでに始まっているのだと痛感しま

した．コロナ禍の影響で，しばらくは止む無く登園できず

にいましたが，最近ようやく再開を果たし，今はまた振り

出しに戻って泣きじゃくりながら通っています．園での大

きなイベントが中止になるなど，これまでと同様とはいき

ませんが，その中でも元気に育ってほしいと思う今日この

頃です．そして，いかにパパッ娘に育てるか，良好な関係

を持続できるかを，先輩学会員の方々にご教示いただきた

いものです．

さて，この４年間の中でプラ核学会誌の編集委員として

も早２年がたち，その任期を終えようとしています．大学

時代から何気なく毎月届いていた学会誌ですが，特に編集

に携わったこの２年間は，編集委員や執筆者の思いが詰

まった愛着あるものに感じられます．本誌もいい意味で親

の心子知らずかもしれません．私を含めた学会員の皆さん

の中に順応して，私たちの更なる活力の礎になればと思い

ます．最後に，この編集に携われたことは大変光栄である

とともに，大切なご縁のたまものであると思っています．

また，編集委員となることで，これまで少し疎遠になって

いた研究分野，無縁だった新たな分野の先生方とも交流で

き，よい刺激を受けました．個人的に少し宿題が残ってい

ますが，今後もプラズマ・核融合の一躍を担う研究者であ

りたいと思います． （吉田雅史）
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